
(57)【要約】

【課題】カッタの溶接が容易に行え、溶接後に十分なカ

ッタ硬度を確保することのできる二軸せん断式破砕装置

を提供する。

【解決手段】第１カッタ１３を、回転軸１１に取り付け

られるディスク部材１５と、このディスク部材１５の外

周部に溶着されるカッタ刃１６を備えるものとし、第２

カッタ１４を、回転軸１１の外周面に溶着されるプレー

ト１４ａと、このプレート１４ａの先端部に設けられる

硬化肉盛層１４ｂを備えるものとする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 所 定 間 隔 毎 に 交 互
に 軸 上 に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 軸 と 、 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 所
定 間 隔 毎 に 交 互 に 軸 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 回 転 軸 と を 、 互 い に 対 向 す る 前 記 第 １ カ ッ タ と 前
記 第 ２ カ ッ タ と が 会 合 す る よ う に 並 列 配 置 し 、 前 記 第 １ カ ッ タ と 前 記 第 ２ カ ッ タ と の 協 働
に よ っ て 被 破 砕 物 を せ ん 断 破 砕 す る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ カ ッ タ を 、 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ る デ ィ ス ク 部 材 と 、 こ の デ ィ ス ク 部 材 の 外 周
部 に 溶 着 さ れ る カ ッ タ 刃 を 備 え る も の と し 、 前 記 第 ２ カ ッ タ を 、 回 転 軸 の 外 周 面 に 溶 着 さ
れ る 基 部 材 と 、 こ の 基 部 材 の 先 端 部 に 設 け ら れ る 硬 化 肉 盛 層 を 備 え る も の と す る こ と を 特
徴 と す る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ カ ッ タ の カ ッ タ 刃 の 数 と そ の カ ッ タ 刃 に 会 合 す る 前 記 第 ２ カ ッ タ の 数 と が 同 数
と さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 交 互 に 回 転 軸 上 に 設 け ら れ る 二 軸 せ
ん 断 式 破 砕 装 置 の 破 砕 刃 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 基 部 材 の 一 端 部 に 少 な く と も 一 層 の 硬 化 肉 盛 層 を 施 す 第 一 工 程 と 、
　 デ ィ ス ク 部 材 を 回 転 軸 上 に 所 定 間 隔 に 配 置 し 溶 接 す る 第 二 工 程 と 、
　 前 記 回 転 軸 の 外 周 面 に 硬 化 肉 盛 層 を 有 す る 前 記 基 部 材 を 溶 着 し 第 ２ カ ッ タ と す る 第 三 工
程 と 、
　 前 記 デ ィ ス ク 部 材 の 外 周 部 に カ ッ タ 刃 を 溶 接 し 第 １ カ ッ タ と す る 第 四 工 程 と
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 破 砕 刃 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 第 １ 回 転 軸 と 第 ２ 回 転 軸 と を 並 列 配 置 し 、 第 １ 回 転 軸 に 取 り
付 け ら れ る 第 １ カ ッ タ と 、 第 ２ 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ る 第 ２ カ ッ タ と の 協 働 に よ っ て 被 破
砕 物 を せ ん 断 破 砕 す る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 と そ の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 破 砕 刃 の 製 造
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 と し て 、 図 ６ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン
グ （ 図 示 せ ず ） 内 に ２ 個 の 回 転 軸 ５ １ ， ５ ２ を 並 列 配 置 す る と と も に 、 こ れ ら 回 転 軸 ５ １
， ５ ２ を 互 い に 逆 方 向 に 回 転 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １
参 照 ） 。 こ の 破 砕 装 置 に お い て は 、 各 回 転 軸 ５ １ ， ５ ２ に 複 数 個 の せ ん 断 型 カ ッ タ ５ ３ と
ス ペ ー サ ５ ４ と が 交 互 に 取 り 付 け ら れ 、 各 回 転 軸 ５ １ ， ５ ２ を 図 示 矢 印 方 向 に 回 転 駆 動 す
る こ と で 、 互 い に 対 向 位 置 に あ る せ ん 断 型 カ ッ タ ５ ３ の 刃 部 ５ ３ ａ と ス ペ ー サ ５ ４ と の 協
働 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ 内 に 投 入 さ れ た 被 破 砕 物 が 破 砕 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 他 の 従 来 例 と し て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う な 回 転 刃
６ ０ が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 回 転 刃 ６ ０ は 、 回 転 軸 ６ １ と 、 こ の 回 転 軸
６ １ に 取 り 付 け ら れ る 刃 物 台 部 材 ６ ２ と 、 こ の 刃 物 台 部 材 ６ ２ の 軸 方 向 両 側 に 隣 接 す る よ
う に 前 記 回 転 軸 ６ １ に 取 り 付 け ら れ る ス ペ ー サ ６ ３ と を 備 え 、 刃 物 台 部 材 ６ ２ の 周 縁 に 所
定 ピ ッ チ で 複 数 の 刃 部 ６ ４ が 固 定 さ れ 、 ス ペ ー サ ６ ３ の 外 周 縁 に 突 出 刃 部 ６ ５ が 形 成 さ れ
て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 本 願 発 明 に 関 連 す る 他 の 先 行 技 術 と し て 、 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た も の が あ る 。
こ の 文 献 に 開 示 さ れ た 技 術 は 、 破 砕 装 置 の 下 部 に 破 砕 受 桁 を 固 定 し 、 こ の 破 砕 受 桁 に 設 け
ら れ る 固 定 刃 と 、 回 転 軸 に 設 け ら れ る 回 転 刃 （ 破 砕 刃 ） と に よ っ て 被 破 砕 物 の 二 次 破 砕 を
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行 う よ う に し た も の に お い て 、 固 定 刃 の 破 砕 面 に 硬 化 肉 盛 溶 接 を 施 す よ う に 構 成 さ れ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ２ ４ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ １ ２ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 図 ６ （ ａ ） に 示 さ れ る 破 砕 刃 構 造 で は 、 せ ん 断 カ ッ タ ５ ３ の 刃 部 ５ ３ ａ
と 円 筒 状 表 面 を 有 す る ス ペ ー サ ５ ４ と に よ っ て 被 破 砕 物 を 挟 圧 し て 破 砕 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る た め に 、 せ ん 断 カ ッ タ ５ ３ の 刃 部 ５ ３ ａ と ス ペ ー サ ５ ４ と の 間 に 設 け ら れ た 少 し
の 隙 間 か ら 被 破 砕 物 中 の 長 物 破 砕 物 が 破 砕 さ れ ず に 落 下 し て ベ ル ト コ ン ベ ヤ に 衝 突 す る 等
の 現 象 が 生 じ 、 十 分 な 破 砕 効 果 が 得 ら れ な い と い う 欠 点 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ６ （ ｂ
） に 示 さ れ る 破 砕 刃 構 造 に お い て は 、 刃 物 台 部 材 ６ ２ に 固 定 さ れ る 刃 部 ６ ４ に 対 向 す る 突
出 刃 部 ６ ５ が ス ペ ー サ ６ ３ 側 に 形 成 さ れ て い る の で 、 回 転 刃 の 刃 物 台 部 材 ６ ２ の 隙 間 に 落
下 し た 被 破 砕 物 は 、 各 ス ペ ー サ ６ ３ の 突 出 刃 部 ６ ５ に よ り 破 砕 さ れ る た め 、 図 ６ （ ａ ） の
も の に 比 べ て 破 砕 効 果 の 向 上 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 さ れ る 回 転 刃 ６ ０ の 場 合 、 ス ペ ー サ ６ ３ の 外 周 部 に 突 出 刃 部
６ ５ が 一 体 成 形 に よ り 設 け ら れ て い る た め に 、 突 出 刃 部 ６ ５ に 十 分 な 硬 度 を 持 た せ る た め
に は ス ペ ー サ ６ ３ 全 体 を 高 強 度 材 で 作 製 す る 必 要 が あ り 、 ま た そ の ス ペ ー サ ６ ３ を 回 転 軸
６ １ に 嵌 合 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 加 工 が 困 難 で 、 ま た 嵌 合 部 分 に 高 い 加 工 精 度 が 要 求
さ れ る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 前 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た 破 砕 機 で は 、 硬 化 肉 盛 溶 接 が 施 さ れ る 破 砕 受 桁 の 固
定 刃 が 、 ２ 本 の 回 転 軸 の 下 方 に 配 置 さ れ て い る の で 、 摩 耗 や 破 損 が 生 じ た 際 に は 、 回 転 軸
を 取 り 外 し て 、 破 砕 箱 の 下 方 に 入 り 込 み 修 復 す る 必 要 が あ り 、 作 業 が 煩 雑 で あ る と い う 問
題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題 点 に 対 処 す る た め に 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 回 転 軸 ７ １ の 外
周 に 第 １ カ ッ タ ７ ２ と 第 ２ カ ッ タ ７ ３ と を 装 着 し た 破 砕 装 置 に お い て 、 第 ２ カ ッ タ ７ ３ を
耐 摩 耗 鋼 （ 例 え ば Ｓ Ａ Ｒ ５ ０ ０ ） で 形 成 し 、 こ の 第 ２ カ ッ タ ７ ３ を 、 例 え ば 合 金 鋼 （ 例 え
ば Ｓ Ｃ Ｍ ４ ４ ０ Ｈ ） よ り な る 回 転 軸 ７ １ の 外 周 面 に 溶 着 す る こ と が 考 え ら れ る 。 な お 、 図
７ （ ｂ ） は 図 ７ （ ａ ） の Ｃ 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ が 、 図 ７ に 示 さ れ る 破 砕 刃 構 造 の 場 合 、 互 い に 材 質 の 異 な る 回 転 軸 ７ １ と 第 ２ カ
ッ タ ７ ３ と を 溶 接 す る こ と に な る た め 、 溶 接 に よ る 凝 固 割 れ や 残 存 応 力 に よ る 割 れ を 防 止
す る た め に 予 熱 工 程 お よ び 後 熱 工 程 を 設 け て 熱 処 理 す る こ と が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 第
２ カ ッ タ ７ ３ に Ｓ Ａ Ｒ ５ ０ ０ の よ う な 耐 摩 耗 鋼 を 使 用 し た と し て も 、 こ れ ら 予 熱 、 後 熱 に
よ り 、 あ る い は 溶 接 に よ る 熱 影 響 に よ り 、 そ の 耐 摩 耗 鋼 が ロ ッ ク ウ エ ル 硬 さ Ｃ ス ケ ー ル （
Ｈ Ｒ Ｃ ） ３ ０ 程 度 に 軟 化 し て し ま っ て 十 分 な 硬 度 を 得 る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 カ ッ タ の 溶 接 が 容 易 に
行 え る と と も に 、 溶 接 後 に 十 分 な 硬 度 を 確 保 す る こ と の で き る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 は 、
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　 ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 所 定 間 隔 毎 に 交 互
に 軸 上 に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 軸 と 、 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 所
定 間 隔 毎 に 交 互 に 軸 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 回 転 軸 と を 、 互 い に 対 向 す る 前 記 第 １ カ ッ タ と 前
記 第 ２ カ ッ タ と が 会 合 す る よ う に 並 列 配 置 し 、 前 記 第 １ カ ッ タ と 前 記 第 ２ カ ッ タ と の 協 働
に よ っ て 被 破 砕 物 を せ ん 断 破 砕 す る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ カ ッ タ を 、 回 転 軸 に 取 り 付 け ら れ る デ ィ ス ク 部 材 と 、 こ の デ ィ ス ク 部 材 の 外 周
部 に 溶 着 さ れ る カ ッ タ 刃 を 備 え る も の と し 、 前 記 第 ２ カ ッ タ を 、 回 転 軸 の 外 周 面 に 溶 着 さ
れ る 基 部 材 と 、 こ の 基 部 材 の 先 端 部 に 設 け ら れ る 硬 化 肉 盛 層 を 備 え る も の と す る こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ カ ッ タ の カ ッ タ 刃 の 数 と そ の カ ッ タ 刃 に 会 合 す る 前 記 第 ２ カ
ッ タ の 数 と が 同 数 と さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 破 砕 刃 の 製 造 方 法 は 、
　 複 数 の 第 １ カ ッ タ と 複 数 の 第 ２ カ ッ タ と が 軸 方 向 に 交 互 に 回 転 軸 上 に 設 け ら れ る 二 軸 せ
ん 断 式 破 砕 装 置 の 破 砕 刃 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 基 部 材 の 一 端 部 に 少 な く と も 一 層 の 硬 化 肉 盛 層 を 施 す 第 一 工 程 と 、
　 デ ィ ス ク 部 材 を 回 転 軸 上 に 所 定 間 隔 に 配 置 し 溶 接 す る 第 二 工 程 と 、
　 前 記 回 転 軸 の 外 周 面 に 硬 化 肉 盛 層 を 有 す る 前 記 基 部 材 を 溶 着 し 第 ２ カ ッ タ と す る 第 三 工
程 と 、
　 前 記 デ ィ ス ク 部 材 の 外 周 部 に カ ッ タ 刃 を 溶 接 し 第 １ カ ッ タ と す る 第 四 工 程 と
か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 お よ び 破 砕 刃 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １ カ ッ タ と 協
働 し て 被 破 砕 物 を 破 砕 す る 耐 摩 耗 性 に 富 む 第 ２ カ ッ タ が 設 け ら れ て い る の で 、 被 破 砕 物 を
細 か く 裁 断 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ カ ッ タ が 、 普 通 鋼 よ り な る 基 部 材 の 先 端 部 に 焼
き 戻 し 軟 化 抵 抗 の 高 い 硬 化 肉 盛 材 料 に よ り 硬 化 肉 盛 層 を 有 す る 構 成 に さ れ て い る の で 、 基
部 材 に 硬 化 肉 盛 層 を 形 成 し た 後 に そ の 基 部 材 を 回 転 軸 外 周 面 に 溶 接 す る こ と が で き 、 溶 接
時 お よ び 予 熱 、 後 熱 時 の 熱 処 理 に よ る 熱 影 響 を 受 け に く く な る 。 し か も 、 硬 化 肉 盛 層 が 設
け ら れ て い る こ と に よ っ て 、 溶 接 後 に も 十 分 な 硬 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の
硬 化 肉 盛 層 は 、 破 砕 装 置 の 使 用 現 地 に お い て 肉 盛 り 形 成 す る こ と が で き る の で 保 守 性 も 良
い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照
し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 を 搭 載 し た 移 動 式 ク ラ ッ シ
ャ の 側 面 図 が 示 さ れ 、 図 ２ に は 同 移 動 式 ク ラ ッ シ ャ の 平 面 図 が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３
に は 、 本 実 施 形 態 の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 平 面 図 が 示 さ れ 、 図 ４ に は 、 図 ３ の Ａ 矢 視 図
（ ａ ） お よ び そ の Ｂ 矢 視 図 （ ｂ ） が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ５ に は 、 本 実 施 形 態 の 二 軸
せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 要 部 拡 大 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 １ は 、 下 部 に 左 右 一 対 の 走 行 体 ２ を 備 え る
車 体 ３ の 長 手 方 向 一 側 に 搭 載 さ れ 、 上 部 に ホ ッ パ ４ を 有 す る 構 成 と さ れ て い る 。 ま た 、 前
記 車 体 ３ の 長 手 方 向 他 側 に は エ ン ジ ン 、 油 圧 ポ ン プ 、 油 圧 バ ル ブ 等 の 駆 動 源 を 収 納 し た エ
ン ジ ン ル ー ム ８ が 配 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 車 体 ３ の 下 部 の 左 右 走 行 体 ２ 間 に は ベ ル ト
コ ン ベ ア ９ が 配 さ れ 、 こ の ベ ル ト コ ン ベ ア ９ の 基 端 部 ９ ａ は 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 １ の 排
出 口 近 傍 に 設 け ら れ 、 搬 出 端 ９ ｂ が 、 前 記 車 体 ３ の 長 手 方 向 で ホ ッ パ ４ の 反 対 側 に 配 さ れ
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て い る 。 こ う し て 、 車 体 ３ の 長 手 方 向 一 側 に 設 け ら れ た ホ ッ パ ４ に 積 込 機 に よ り 廃 棄 物 等
の 被 破 砕 物 を 積 み 込 む と 、 ホ ッ パ ４ を 介 し て 投 入 さ れ た 被 破 砕 物 は 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置
１ に て 破 砕 さ れ 、 破 砕 物 は 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 １ の 下 部 に 設 け ら れ た 排 出 口 か ら 落 下 し
て 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ９ の 基 端 部 ９ ａ を 通 り 、 前 記 車 体 ３ の 長 手 方 向 他 側 の ベ ル ト コ ン ベ ア
９ の 搬 出 端 ９ ｂ を 経 て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 に 第 １ 回 転 軸 １ １ と 第 ２ 回 転 軸 １ ２
と が 並 列 配 置 さ れ て な り 、 各 回 転 軸 １ １ ， １ ２ を 対 向 方 向 に 回 転 さ せ る こ と で そ れ ら 回 転
軸 １ １ ， １ ２ に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ る カ ッ タ の 協 働 に よ っ て 被 破 砕 物 を せ ん 断 破 砕 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 軸 １ １ （ 第 ２ 回 転 軸 １ ２ に つ い て も 略 同 様 の 構
造 で あ る の で 、 第 １ 回 転 軸 １ １ を 中 心 に 説 明 す る 。 ） は 、 両 端 部 は 軸 受 １ ７ を 介 し て ハ ウ
ジ ン グ １ ０ の 支 持 側 壁 に 支 持 さ れ 、 一 側 軸 受 の 隣 に は 第 ２ 回 転 軸 １ ２ に 装 着 さ れ た 歯 車 １
８ Ａ に 噛 合 す る 歯 車 １ ８ が 装 着 さ れ 、 図 示 さ れ な い 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。
こ の 第 １ 回 転 軸 １ １ に は 、 そ の 外 周 部 に 所 定 の 間 隔 を 置 い て 複 数 個 （ 本 実 施 形 態 で は ８ 個
） の 第 １ カ ッ タ １ ３ と 、 こ の 第 １ カ ッ タ １ ３ の 軸 方 向 両 側 に 隣 接 配 置 さ れ る 第 ２ カ ッ タ １
４ と が 溶 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ カ ッ タ １ ３ の 径 に 対 し て 、 第 ２ カ ッ タ １ ４ の 径 は 、
前 記 第 １ 回 転 軸 １ １ と 前 記 第 ２ 回 転 軸 の 少 な く と も 離 間 分 小 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 １ カ ッ タ １ ３ は 、 第 １ 回 転 軸 １ １ に 取 り 付 け ら れ る 平 板 状 の デ ィ ス ク 部 材 １ ５ と
、 こ の デ ィ ス ク 部 材 １ ５ の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 係 着 溝 １ ５ ａ 内 に 挿 入 さ れ て 溶 着 さ れ る カ
ッ タ 刃 １ ６ と を 備 え て お り 、 こ の カ ッ タ 刃 １ ６ の 外 周 面 が 第 １ 回 転 軸 １ １ の 軸 心 を 中 心 に
円 弧 を 描 く よ う に 、 か つ そ の 外 周 面 が 最 外 周 に 突 出 す る よ う に そ の 形 状 が 決 め ら れ て い る
。 な お 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 軸 １ １ に 溶 着 さ れ る 第 １ カ ッ タ １ ３ と 、 第 ２ 回
転 軸 １ ２ に 溶 着 さ れ る 第 １ カ ッ タ １ ３ と は 互 い に 面 対 称 に な る よ う に そ の カ ッ タ 刃 １ ６ の
向 き が 決 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 カ ッ タ 刃 １ ６ は 、 回 転 軸 １ １ ， １ ２ の 周 り に 等 間 隔 に ４
個 設 け ら れ て お り 、 カ ッ タ 刃 １ ６ を 取 り 付 け る デ ィ ス ク 部 材 １ ５ は 回 転 軸 １ １ ， １ ２ の 軸
方 向 に そ れ ぞ れ ８ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 前 記 第 ２ カ ッ タ １ ４ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 回 転 軸 １ １ ， １ ２ に 取 り
付 け ら れ た 前 記 デ ィ ス ク 部 材 １ ５ の 間 に 配 さ れ る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 前 記 第
２ カ ッ タ １ ４ は 、 普 通 鋼 よ り な る 基 部 材 と な る プ レ ー ト １ ４ ａ の 先 端 部 （ 刃 先 ） に 焼 き 戻
し 軟 化 抵 抗 の 高 い 硬 化 肉 盛 材 料 に よ り 硬 化 肉 盛 層 １ ４ ｂ を 設 け た 後 、 こ の プ レ ー ト １ ４ ｂ
を 第 １ 回 転 軸 １ １ の 外 周 面 に 溶 着 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 な お 、 プ レ ー ト １ ４ ａ の
基 部 側 に は 回 転 軸 に 溶 着 さ れ た 第 １ カ ッ タ １ ３ の 溶 接 ビ ー ド と の 干 渉 を 回 避 す る た め の 面
取 り 部 １ ４ ｃ が 形 成 さ れ 、 ま た 先 端 側 に は 破 砕 作 用 を 効 果 的 に 発 揮 す る た め の 面 取 り 部 １
４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 硬 化 肉 盛 層 １ ４ ｂ は 、 ２ 種 類 の 溶 着 金 属 を 用 い た ２ 層 の 肉 盛 層 と す る の が 好 ま し い
。 こ の 場 合 、 回 転 軸 １ １ の 材 質 Ｓ Ｃ Ｍ ４ ４ ０ Ｈ （ 合 金 鋼 ） に 対 し て 、 プ レ ー ト １ ４ ａ の 材
質 を Ｓ ４ ５ Ｃ （ 普 通 鋼 ） と し 、 こ の プ レ ー ト １ ４ ａ の 先 端 に 施 さ れ る 硬 化 肉 盛 層 １ ４ ｂ と
し て 、 焼 き 戻 し 軟 化 抵 抗 の 高 い 硬 化 肉 盛 材 料 を 用 い 、 １ 層 目 に は 比 較 的 硬 度 の 低 い 溶 着 金
属 を 用 い 、 ２ 層 目 に は １ 層 目 よ り も 硬 度 の 高 い 溶 着 金 属 を 用 い る の が 良 い 。 よ り 具 体 的 に
は 、 １ 層 目 に 、 例 え ば 新 日 本 溶 業 株 式 会 社 の 商 品 名 「 ハ ー ド ５ ０ ０ 」 （ ロ ッ ク ウ エ ル 硬 さ
Ｃ ス ケ ー ル （ Ｈ Ｒ Ｃ ） ４ ６ ～ ４ ９ ） が 用 い ら れ 、 ２ 層 目 に 同 商 品 名 「 ハ ー ド ７ ０ ０ 」 （ ロ
ッ ク ウ エ ル 硬 さ Ｃ ス ケ ー ル （ Ｈ Ｒ Ｃ ） ５ ７ ～ ６ １ ） が 用 い ら れ る 。 勿 論 、 こ れ に 限 定 さ れ
る こ と は な く 、 １ 層 盛 で あ っ て も 、 あ る い は ３ 層 盛 以 上 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 回 転 軸 １ １ に 装 着 さ れ る 第 １ カ ッ タ １ ３
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お よ び 第 ２ カ ッ タ １ ４ と 、 第 ２ 回 転 軸 １ ２ に 装 着 さ れ る 第 １ カ ッ タ １ ３ お よ び 第 ２ カ ッ タ
１ ４ と は 、 第 １ 回 転 軸 １ １ 側 の 第 １ カ ッ タ １ ３ が 第 ２ 回 転 軸 １ ２ 側 の 第 ２ カ ッ タ １ ４ と 会
合 す る よ う に 、 ま た 第 １ 回 転 軸 １ １ 側 の 第 ２ カ ッ タ １ ４ が 第 ２ 回 転 軸 １ ２ 側 の 第 １ カ ッ タ
１ ３ と 会 合 す る よ う に 、 軸 方 向 に お け る 互 い の 周 方 向 に 位 相 を ず ら せ て 配 置 さ れ て い る 。
こ う し て 、 回 転 軸 １ １ ， １ ２ が 互 い に 対 向 方 向 （ 図 ５ の 矢 印 方 向 ） に 回 転 さ れ る こ と で 、
被 破 砕 物 は 第 １ カ ッ タ １ ３ に よ り 巻 き 込 ま れ て 互 い に 対 向 位 置 に あ る 第 １ カ ッ タ １ ３ と 第
２ カ ッ タ １ ４ と に よ り 挟 圧 さ れ て 破 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ カ ッ タ １ ４ が 、 普 通 鋼 よ り な る プ レ ー ト １ ４ ａ の 先 端 部 に 、
焼 き 戻 し 軟 化 抵 抗 の 高 い 硬 化 肉 盛 材 料 に よ り 硬 化 肉 盛 層 １ ４ ｂ が 形 成 さ れ た 構 成 と さ れ て
い る こ と か ら 、 プ レ ー ト １ ４ ａ に 硬 化 肉 盛 層 １ ４ ｂ を 形 成 し た 後 に そ の プ レ ー ト １ ４ ａ の
基 部 を 回 転 軸 １ １ ， １ ２ 外 周 面 に 溶 接 す れ ば 良 く 、 溶 接 時 お よ び 予 熱 、 後 熱 時 の 熱 影 響 を
受 け に く く な る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 溶 接 後 に も カ ッ タ 刃 に 十 分 な 硬 度 ロ ッ ク ウ エ ル
硬 さ Ｃ ス ケ ー ル （ Ｈ Ｒ Ｃ ） ５ ０ 以 上 を 確 保 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ の 硬 化 肉 盛 層 １
４ ｂ は 、 も し 摩 耗 し た 場 合 で も 破 砕 装 置 １ の 使 用 現 地 に お い て 形 成 す る こ と が で き る と い
う 利 点 も あ る 。 ま た 、 第 ２ カ ッ タ １ ４ は 第 １ カ ッ タ １ ３ の カ ッ タ 刃 １ ６ と 会 合 す る 位 置 に
設 け ら れ て い る の で 、 従 来 の も の に 比 べ て 被 破 砕 物 の せ ん 断 効 率 を 格 段 に 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ カ ッ タ １ ３ の カ ッ タ 刃 １ ６ の 数 お よ び 第 ２ カ ッ タ １ ４ の 数
を そ れ ぞ れ ４ 個 ず つ 設 け る も の を 説 明 し た が 、 こ の 個 数 は ４ 個 以 外 で あ っ て も 勿 論 良 い 。
ま た 、 カ ッ タ 刃 １ ６ の 数 と 第 ２ カ ッ タ １ ４ の 数 と は 必 ず し も 同 数 に す る 必 要 は な く 、 カ ッ
タ 刃 １ ６ と 第 ２ カ ッ タ １ ４ と が 互 い に 会 合 す る よ う に 設 定 さ れ て い れ ば 、 そ の 個 数 は 適 宜
選 定 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 を 搭 載 し た 移 動 式 ク ラ ッ シ ャ の
側 面 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 を 搭 載 し た 移 動 式 ク ラ ッ シ ャ の 平 面 図
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ 矢 視 図 （ ａ ） お よ び そ の Ｂ 矢 視 図 （ ｂ ）
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 の 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置 の 要 部 拡 大 図
【 図 ６ 】 従 来 の 破 砕 刃 構 造 を 示 す 図
【 図 ７ 】 第 ２ カ ッ タ を 回 転 軸 に 溶 着 し た 例 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 　 　 二 軸 せ ん 断 式 破 砕 装 置
２ 　 　 　 走 行 体
３ 　 　 　 車 体
４ 　 　 　 ホ ッ パ
５ 　 　 　 振 動 フ ィ ー ダ
９ 　 　 　 ベ ル ト コ ン ベ ア
１ ０ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
１ １ 　 　 第 １ 回 転 軸
１ ２ 　 　 第 ２ 回 転 軸
１ ３ 　 　 第 １ カ ッ タ
１ ４ 　 　 第 ２ カ ッ タ
１ ４ ａ 　 プ レ ー ト
１ ４ ｂ 　 硬 化 肉 盛 層
１ ５ 　 　 デ ィ ス ク 部 材
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１ ６ 　 　 カ ッ タ 刃

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(8) JP 2006-223964 A 2006.8.31



【 図 ７ 】
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